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●
過
去
二
〇
年
間
の
目
覚
ま
し
い

基
礎
教
育
普
及

サ
ブ
サ
ハ
ラ
ア
フ
リ
カ
（
以
下
、
ア

フ
リ
カ
）
に
お
い
て
多
く
の
国
々
が
独

立
を
果
た
し
た
一
九
六
〇
年
代
以
降
、

教
育
普
及
は
常
に
重
要
な
ア
ジ
ェ
ン
ダ

と
し
て
各
国
に
支
持
さ
れ
て
き
た
。
図

１
に
示
す
と
お
り
、
初
等
教
育
と
中
等

教
育
の
総
就
学
率
（
就
学
人
口
全
体
に

お
け
る
就
学
者
数
の
割
合
）
は
、
過
去

四
〇
年
に
わ
た
り
上
昇
傾
向
に
あ
る
。

こ
の
間
、
貧
困
率
は
五
〇
％
前
後
で
推

移
し
て
い
る
の
に
比
べ
る
と
、
男
女
と

も
に
初
等
教
育
で
四
〇
％
、
中
等
教
育

で
三
〇
％
と
い
う
伸
び
幅
は
驚
異
的
と

も
い
え
よ
う
。

時
代
ご
と
に
見
て
み
る
と
、
一
九
七

〇
年
代
は
、
各
国
に
お
い
て
貧
困
や
失

業
と
い
っ
た
格
差
の
問
題
に
焦
点
が

あ
た
り
、
基
礎
教
育
が
ベ
ー
シ
ッ
ク
・

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ニ
ー
ズ
と
し
て
認
識
さ
れ

た
時
代
で
あ
る
。
こ
の
間
に
は
特
に
初

等
教
育
の
普
及
が
男
女
と
も
に
進
ん
だ
。

一
九
八
〇
年
代
に
入
る
と
、
債
務
危
機

に
直
面
し
た
発
展
途
上
国
に
対
す
る
世

界
銀
行
・
国
際
通
貨
基
金
が
採
っ
た
構

造
調
整
政
策
に
よ
っ
て
教
育
予
算
が
大

幅
に
削
減
さ
れ
、
多
く
の
国
々
で
受
益

者
負
担
と
し
て
一
度
撤
廃
さ
れ
た
授
業

料
が
再
導
入
さ
れ
た
り
、
上
昇
し
た
り

し
た
。
こ
の
た
め
、
初
等
教
育
に
お
い

て
は
男
女
と
も
に
一
〇
％
程
度
も
就
学

率
が
下
降
し
た
。
開
発
の
失
わ
れ
た
一

〇
年
と
い
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

一
九
九
〇
年
は
、
教
育
開
発
に
と
っ

て
非
常
に
重
要
な
年
で
あ
る
。
タ
イ
の

ジ
ョ
ム
テ
ィ
エ
ン
に
お
い
て
、
万
人
の

た
め
の
教
育
（
Ｅ
Ｆ
Ａ
）
世
界
会
議
が

開
催
さ
れ
、
基
礎
教
育
が
す
べ
て
の
子

ど
も
、
青
年
、
成
人
に
提
供
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
だ
け
で

な
く
、
世
界
で
初
め
て
期
限
つ
き
の
包

括
的
な
国
際
目
標
が
示
さ
れ
た
か
ら
で

あ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
一
九
九
〇
年
の

半
ば
以
降
、
多
く
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
に

お
い
て
初
等
教
育
が
無
償
化
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
一
九
九
六
〜
二
〇
〇
七
年

の
期
間
に
初
等
教
育
就
学

率
は
大
幅
に
上
昇
し
、
男

女
間
格
差
も
縮
小
傾
向
を

示
し
た
。
ま
た
、
二
〇
〇

〇
年
に
貧
困
削
減
を
開
発

の
最
重
要
課
題
と
す
る
国

連
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標

が
一
八
九
カ
国
に
よ
り
採

択
さ
れ
、
ア
フ
リ
カ
に
お

い
て
も
貧
困
削
減
に
関
わ

る
政
策
が
重
視
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、

ダ
カ
ー
ル
に
お
い
て
世
界

教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催

さ
れ
、
Ｅ
Ｆ
Ａ
目
標
の
延

長
と
と
も
に
基
礎
教
育
普

及
に
関
す
る
実
施
体
制
や

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
重
要
性

が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ア
フ
リ
カ
に
お

け
る
貧
困
率
は
減
少
し
、
二
〇
〇
〇
年

代
か
ら
は
無
償
化
政
策
が
前
期
中
等
教

育
に
ま
で
拡
大
さ
れ
る
国
も
現
れ
、
中

等
教
育
の
普
及
も
進
ん
で
き
た
。

●
ポ
ス
ト
二
〇
一
五
の
残
さ
れ
た

課
題
―
減
ら
な
い
不
就
学
児
童

と
学
習
危
機
―

既
述
の
と
お
り
、
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム

開
発
目
標
は
、
基
礎
教
育
の
拡
大
を
み

ご
と
に
達
成
し
た
が
、
残
さ
れ
た
課
題（出所）World Bank（various years）. World Development Indicator.
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不就学と学習危機を乗り越える

は
多
い
。
ま
ず
、
二
〇
〇
七
年
以
降
、

不
就
学
児
童
数
の
減
少
が
停
滞
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
二
〇
一
二
年
現
在
、

世
界
の
初
等
教
育
不
就
学
人
口
五
八
〇

〇
万
人
の
う
ち
ア
フ
リ
カ
地
域
は
五

一
％
（
二
九
六
〇
万
人
）
を
占
め
、
こ

の
数
値
は
二
〇
〇
七
年
か
ら
殆
ど
変
化

し
て
い
な
い
（
ユ
ネ
ス
コ
統
計
局
デ
ー

タ
）。
つ
ま
り
、
残
さ
れ
た
不
就
学
児

童
は
非
常
に
困
難
な
環
境
に
あ
り
、
こ

れ
ま
で
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
カ
バ
ー
で

き
な
い
子
ど
も
た
ち
で
あ
る
こ
と
が
示

唆
さ
れ
て
い
る
。
不
就
学
児
童
が
多
い

方
か
ら
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
（
八
七
〇
万

人
）、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
（
一
〇
〇
万
人
）、

南
ス
ー
ダ
ン
（
一
〇
〇
万
人
）、
ブ
ル

キ
ナ
フ
ァ
ソ
（
九
〇
万
人
）
と
続
く
が
、

学
齢
人
口
に
占
め
る
割
合
で
み
る
と
、

中
西
部
ア
フ
リ
カ
と
東
の
ア
フ
リ
カ
の

角
と
呼
ば
れ
る
地
域
に
お
い
て
、
二

〇
％
以
上
の
不
就
学
児
童
を
抱
え
る
国

が
一
六
も
存
在
す
る
。
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
、

コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
な
ど
、
紛
争
後
の

国
々
で
は
数
値
を
算
出
す
る
だ
け
の
正

確
な
デ
ー
タ
が
不
足
し
て
い
る
。
残
る

不
就
学
児
童
に
対
し
て
は
、
初
等
教
育

無
償
化
政
策
の
よ
う
な
ビ
ッ
ク
バ
ン
ア

プ
ロ
ー
チ
で
は
な
く
、
各
々
の
環
境
に

応
じ
た
き
め
細
か
い
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必

要
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
よ
り
広
い
意

味
で
の
環
境
整
備
が
急
が
れ
る
。
特
に
、

平
和
構
築
、
就
業
や
進
学
機
会
の
拡
大
、

安
定
し
た
生
計
、
早
婚
な
ど
の
慣
習
の

回
避
な
ど
の
対
策
な
し
に
、
教
育
へ
の

介
入
だ
け
を
行
っ
て
い
た
の
で
は
こ
う

し
た
困
難
な
環
境
に
あ
る
子
ど
も
た
ち

に
教
育
機
会
を
開
く
こ
と
は
難
し
い
。

も
う
ひ
と
つ
の
深
刻
な
課
題
は
学
習

の
質
で
あ
る
。
学
校
へ
行
け
た
と
し
て

も
、
そ
こ
で
学
習
が
行
わ
れ
て
い
な
け

れ
ば
意
味
が
な
い
。
実
際
、
世
界
の
初

等
教
育
就
学
人
口
の
お
よ
そ
二
億
五
〇

〇
〇
万
人
が
学
ん
で
お
ら
ず
、
ア
フ
リ

カ
で
は
六
割
の
学
齢
児
童
が
基
礎
的
な

学
習
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
な
い
と
い
わ

れ
る
（
参
考
文
献
①
）。
ニ
ジ
ェ
ー
ル
、

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
、
チ
ャ
ド
、
ベ
ナ
ン
、

マ
リ
、
コ
ー
ト
ジ
ボ
ア
ー
ル
で
は
、
第

四
学
年
ま
で
到
達
し
、
基
礎
的
な
読
解

力
を
身
に
付
け
て
い
る
児
童
は
、
学
齢

児
童
全
体
の
二
割
を
下
回
っ
て
い
る
と

い
う
デ
ー
タ
も
あ
る
（
同
右
）。

学
習
達
成
度
合
い
の
低
さ
の
背
景
に

は
、
紛
争
・
貧
困
と
関
連
し
た
教
育
シ

ス
テ
ム
全
体
の
未
整
備
、
教
員
の
不
足

や
訓
練
の
質
の
低
さ
、
教
員
の
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
の
低
さ
や
欠
勤
、
学
校
教
育

全
体
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
不
足
な
ど
の

供
給
側
の
問
題
と
、
教
育
を
受
け
る
側

の
社
会
経
済
的
状
況
や
健
康
／
栄
養
状

態
、
児
童
労
働
や
病
気
に
よ
る
頻
繁
な

欠
席
、早
婚
・
妊
娠
な
ど
の
問
題
が
あ
る
。

学
習
達
成
度
に
お
け
る
格
差
の
問
題

は
政
策
の
な
か
で
も
特
に
重
視
す
べ
き

課
題
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ア
フ
リ
カ
域

内
の
国
際
学
力
調
査
の
結
果
を
み
る
と
、

ベ
ナ
ン
、
セ
ネ
ガ
ル
、
ウ
ガ
ン
ダ
、
ケ

ニ
ア
に
お
い
て
、
算
数
の
最
低
限
の
学

習
レ
ベ
ル
を
達
成
し
て
初
等
教
育
を
修

了
す
る
割
合
は
、
豊
か
な
家
庭
の
男
子

が
最
も
高
く
、
以
下
、
豊
か
な
家
庭
の

女
子
、
貧
し
い
家
庭
の
男
子
、
貧
し
い

家
庭
の
女
子
、
と
い
う
順
に
な
っ
て
い

る
。（
同
右
）。
ま
た
、
ケ
ニ
ア
に
お
け

る
調
査
で
は
、
子
ど
も
の
出
席
率
に
最

も
影
響
を
及
ぼ
す
の
は
、
教
科
書
配
布

な
ど
の
学
校
へ
の
働
き
か
け
よ
り
も
、

生
徒
に
配
布
さ
れ
た
虫
下
し
薬
で
あ
っ

た
と
い
う
報
告
が
あ
る
（
参
考
文
献

②
）。
貧
困
家
庭
の
児
童
の
教
育
機
会

を
拡
大
し
、
質
の
良
い
学
習
を
保
障
す

る
た
め
に
は
、
初
等
教
育
無
償
化
政
策

の
よ
う
に
す
べ
て
の
人
に
平
等
に
施
行

さ
れ
る
政
策
と
同
時
に
、
社
会
経
済
的

背
景
に
配
慮
し
た
公
正
な
政
策
が
採
ら

れ
る
必
要
が
あ
る
。

●
学
校
教
育
の
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ

テ
ィ
の
低
下
と
私
立
校
の
台
頭

学
校
へ
の
ア
ク
セ
ス
だ
け
で
な
く
、

学
習
の
質
を
ど
の
よ
う
に
保
証
す
る
の

か
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
の
が
ガ
バ

ナ
ン
ス
の
問
題
で
あ
る
。
教
育
の
質
向

上
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
は
、
一

般
に
教
員
訓
練
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革

な
ど
、
教
育
内
容
や
教
授
法
に
目
が
向

け
ら
れ
が
ち
だ
が
、
学
校
教
育
全
体
が

ど
の
よ
う
な
学
習
を
行
っ
て
い
る
の
か
、

そ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
た
め
の
情
報

共
有
や
学
習
に
関
す
る
幅
広
い
市
民
参

加
は
、
ア
フ
リ
カ
社
会
に
お
い
て
は
重

要
な
意
味
を
も
つ
。
学
校
の
た
め
の
土

地
提
供
、
学
校
建
設
、
給
食
提
供
な
ど

が
住
民
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
歴
史

を
も
つ
国
は
少
な
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。

脆
弱
な
国
家
に
代
わ
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
学
校
を
つ
く
り
、
そ
こ
に
教
師

を
雇
用
す
る
こ
と
も
あ
る
。
現
在
で
も
、

公
立
小
学
校
の
教
師
の
ほ
と
ん
ど
が
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
っ
て
雇
用
さ
れ
、
最

低
限
の
給
与
を
支
払
わ
れ
て
い
る
こ
と

は
珍
し
く
な
い
。
し
か
し
、
一
九
九
〇

年
代
半
ば
以
降
、
多
く
の
ア
フ
リ
カ
諸

国
に
お
い
て
、
初
等
教
育
無
償
化
政
策

が
一
方
で
地
域
住
民
の
政
府
任
せ
の
態

度
に
繋
が
り
、
他
方
で
頼
み
の
政
府
の

財
源
不
足
に
よ
り
学
校
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
が
疎
か
に
な
る
と
い
う
事
態
が
生
じ

た
。
学
校
が
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
し

た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
授
業
料
に
代

わ
っ
て
国
か
ら
学
校
に
支
給
さ
れ
た
学

校
教
育
費
は
、
か
つ
て
の
授
業
料
収
入

を
下
回
る
こ
と
も
珍
し
く
な
く
、
無
償
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化
政
策
に
よ
っ
て
急
増
し
た
生
徒
を
抱

え
、
学
校
運
営
は
困
難
を
極
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
新
た
に
台

頭
し
て
い
る
の
が
私
立
校
で
あ
る
。
公

立
校
の
授
業
料
を
廃
止
し
た
の
で
あ
れ

ば
、
授
業
料
を
徴
収
す
る
私
立
校
は
痛

手
を
こ
う
む
る
の
が
通
常
で
あ
ろ
う
が
、

ア
フ
リ
カ
諸
国
で
は
逆
の
現
象
が
生
ま

れ
て
い
る
。
し
か
も
、
貧
困
層
を
対
象

に
し
た
低
額
の
授
業
料
を
徴
収
す
る
私

立
校
が
増
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
東
南
部
ア
フ
リ
カ
地
域
を
対
象
と

し
た
国
際
学
力
調
査
で
あ
る
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｍ

Ｅ
Ｑ
を
使
用
し
た
分
析
に
よ
る
と
、
無

償
化
前
後
の
読
解
と
算
数
の
テ
ス
ト
ス

コ
ア
は
全
体
的
に
低
下
し
て
お
り
、
私

立
校
よ
り
も
公
立
校
に
お
い
て
こ
の
傾

向
が
著
し
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る

（
参
考
文
献
③
）。

筆
者
ら
が
ケ
ニ
ア
の
中
西
部
の
七
一

八
世
帯
の
パ
ネ
ル
デ
ー
タ
を
使
っ
て
学

校
選
択
の
状
況
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、

二
〇
〇
四
年
に
男
子
五
・
五
％
、
女
子

四
・
四
％
で
あ
っ
た
私
立
校
を
選
択
す

る
割
合
は
、
二
〇
〇
七
年
に
は
そ
れ
ぞ

れ
一
二
％
、
一
二
・
二
％
に
及
ん
で
い

た
（
参
考
文
献
④
）。
最
富
裕
層
（
上

位
二
〇
％
）
で
私
立
校
に
通
っ
て
い
る

児
童
は
二
〇
〇
四
年
に
は
一
〇
％
程
度

で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
七
年
に
は
二

五
％
に
、最
貧
困
層
で
も
同
期
間
に
一
・

六
％
か
ら
六
・
二
％
に
増
加
し
て
い
た
。

無
償
化
政
策
下
に
お
い
て
最
も
裨
益
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
最
貧
困
層
で

も
、
授
業
料
を
支
払
っ
て
で
も
私
立
校

を
選
択
す
る
親
が
増
え
て
い
る
の
で
あ

る
。
ま
た
、
同
デ
ー
タ
を
使
っ
て
分
析

し
た
と
こ
ろ
、
男
子
に
つ
い
て
は
、
学

力
や
進
学
の
可
能
性
な
ど
に
よ
っ
て
進

路
を
決
め
る
、
い
わ
ゆ
る
メ
リ
ッ
ト
を

基
盤
と
し
た
学
校
選
択
行
動
が
取
ら
れ

て
い
る
の
に
対
し
、
女
子
は
家
庭
の
事

情
の
み
に
よ
っ
て
進
路
を
規
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

初
等
教
育
無
償
化
後
に
公
立
校
の
ア
カ

ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
が
低
下
し
た
こ
と
で
、

そ
の
質
の
低
下
を
懸
念
す
る
親
た
ち
が

私
立
校
を
選
択
し
て
お
り
、
公
立
校
と

私
立
校
の
間
で
の
質
の
格
差
拡
大
が
起

き
て
い
る
。
ケ
ニ
ア
で
は
、
人
々
は
貧

し
く
て
も
教
育
の
質
に
敏
感
に
反
応
し
、

授
業
料
を
捻
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

他
方
、
隣
国
の
ウ
ガ
ン
ダ
を
見
て
み

る
と
、
状
況
は
異
な
っ
て
い
る
。
初
等

教
育
無
償
化
政
策
以
降
、
私
立
校
が
急

増
し
て
い
る
点
は
共
通
し
て
い
る
が
、

国
際
学
力
調
査
の
テ
ス
ト
ス
コ
ア
に
み

る
学
習
の
質
は
、
私
立
校
に
お
い
て

よ
り
悪
化
し
て
い
る
（
参
考
文
献
⑤
）。

無
償
化
政
策
後
に
授
業
料
を
徴
収
す
る

私
立
校
の
学
習
の
質
が
低
い
の
で
あ
れ

ば
、
人
々
は
な
ぜ
私
立
校
を
選
択
す
る

の
か
。
こ
の
点
は
追
究
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
た
だ
、

こ
の
背
景
に
は
、
多
様
な
質
の
教
育
を

提
供
す
る
私
立
校
に
対
し
て
、
行
政
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
行
き
届
い
て
い
な
い

こ
と
が
あ
る
。
私
立
校
が
よ
り
良
い
教

育
の
質
を
提
供
す
る
こ
と
で
市
場
が
成

り
立
っ
て
い
る
ケ
ニ
ア
と
は
対
照
的
に
、

私
立
校
自
体
の
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ

の
低
下
が
深
刻
化
し
て
い
る
。

●
教
育
の
質
を
め
ぐ
る
ボ
ト
ム

ア
ッ
プ
な
取
り
組
み

学
校
教
育
の
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ

と
学
習
の
質
の
低
下
と
い
う
危
機
的
な

状
況
に
対
し
、
現
在
ア
フ
リ
カ
諸
国
で

は
、
い
く
つ
か
の
興
味
深
い
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
、
国
際

協
力
機
構
が
二
〇
〇
四
年
か
ら
ア
フ
リ

カ
西
部
に
あ
る
ニ
ジ
ェ
ー
ル
で
支
援
を

展
開
し
、
周
辺
国
に
も
そ
の
影
響
が
及

ん
で
い
る「
み
ん
な
の
学
校
」プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
住
民
参
加

型
学
校
運
営
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
ア
フ

リ
カ
東
部
お
よ
び
西
部
で
展
開
さ
れ
て

い
る
非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
に
よ
る

教
育
の
質
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
啓
蒙
普

及
活
動
で
あ
る
。

「
み
ん
な
の
学
校
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
二
〇
〇
四
年
に
ニ
ジ
ェ
ー
ル
で
実
施

さ
れ
、
隣
国
の
セ
ネ
ガ
ル
（
二
〇
〇
七

年
）、
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
（
二
〇
〇
九

年
）
に
拡
大
し
た
。
各
国
の
小
学
校
で

は
、
政
府
の
支
援
不
足
に
よ
る
学
校
・

教
室
の
不
足
や
貧
困
な
ど
に
よ
る
親
の

理
解
・
協
力
不
足
に
よ
り
、
就
学
率
は

低
迷
し
て
い
た
。
ま
た
、
学
校
に
行
く

こ
と
が
で
き
て
も
教
員
の
欠
勤
に
よ
り

実
際
の
授
業
が
行
わ
れ
て
い
な
い
、
教

員
の
能
力
不
足
に
よ
り
子
ど
も
達
が
十

分
に
学
習
で
き
な
い
な
ど
学
習
危
機
が

続
い
て
い
た
。
教
室
は
住
民
が
茅か

や

で
建

て
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
住
民
の
協
力

が
不
可
欠
だ
が
、
学
校
運
営
の
透
明
性

が
低
く
、
学
校
は
住
民
に
と
っ
て
身
近

な
存
在
で
は
な
く
、
学
校
運
営
委
員
会

も
ほ
と
ん
ど
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、「
み
ん
な
の
学
校
」
で
は
、

「
機
能
す
る
学
校
運
営
委
員
会
」
を
掲

げ
、
民
主
的
選
挙
に
よ
る
委
員
の
選
出
、

住
民
参
加
に
よ
る
学
校
改
善
計
画
の
策

定
・
実
施
、
住
民
集
会
に
よ
る
活
動
の

進
捗
・
経
験
や
会
計
の
共
有
を
「
ミ
ニ

マ
ム
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
と
し
、
行
政
官

や
学
校
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
係
者
に
研

修
を
実
施
し
た
。

学
校
運
営
を
住
民
参
加
型
に
変
え
、

情
報
の
透
明
性
を
確
保
し
た
こ
と
に
よ

り
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
で
は
、
六
〇
％
程
度

で
あ
っ
た
初
等
教
育
入
学
率
は
ほ
ぼ
一

〇
〇
％
に
な
り
、
六
割
に
満
た
な
か
っ

た
就
学
率
は
ほ
ぼ
八
割
を
達
成
し
た
。



23 アジ研ワールド・トレンドNo.230（2014. 12）

不就学と学習危機を乗り越える

さ
ら
に
、
四
割
程
度
で
あ
っ
た
初
等
教

育
修
了
率
も
徐
々
に
上
昇
し
、
半
数
を

超
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
住
民
が
自
ら

資
金
や
労
働
を
提
供
し
て
、
教
室
建
設
、

補
習
・
夜
間
授
業
の
実
施
、
教
科
書
・

教
具
の
購
入
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

Ｕ
Ｗ
Ｅ
Ｚ
Ｏ
（
ス
ワ
ヒ
リ
語
で
ケ
イ

パ
ビ
リ
テ
ィ
の
意
）
は
、
基
礎
教
育
の

質
に
関
し
て
行
動
を
起
こ
す
市
民
社
会

の
形
成
を
目
的
と
し
て
、
二
〇
〇
九
年

に
東
ア
フ
リ
カ
の
研
究
者
た
ち
に
よ
っ

て
設
立
さ
れ
た
東
ア
フ
リ
カ
地
域
Ｎ
Ｇ

Ｏ
で
あ
る
。
二
〇
〇
九
年
か
ら
毎
年
、

ケ
ニ
ア
、
ウ
ガ
ン
ダ
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
の

三
カ
国
に
お
い
て
、
六
〜
一
六
歳
の
子

ど
も
に
対
し
て
、
就
学
の
有
無
、
学
年

を
問
わ
ず
、
小
学
二
年
レ
ベ
ル
の
大
規

模
な
学
習
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
親
、
子
ど
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、

政
治
家
な
ど
に
調
査
結
果
を
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
し
、
議
論
す
る
機
会
を
提
供
し

て
い
る
。
二
〇
一
一
年
に
は
、
約
七
割

の
子
ど
も
が
小
学
二
年
生
の
レ
ベ
ル
の

学
習
を
達
成
し
て
い
な
い
と
い
う
、
衝

撃
的
な
結
果
を
発
表
し
た
。
ま
た
、「
教

育
の
友
」
と
い
う
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の

下
で
、
世
帯
調
査
の
際
に
、
世
帯
主
に

教
育
の
質
を
改
善
す
る
運
動
に
参
加
す

る
意
思
を
尋
ね
、
携
帯
電
話
の
情
報

を
記
入
し
て
も
ら
い
、
携
帯
電
話
の

シ
ョ
ー
ト
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
サ
ー
ビ
ス

や
ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
情
報
を
送
り
、
基

礎
教
育
の
質
に
つ
い
て
議
論
す
る
場
と

し
て
い
る
。

Ｕ
Ｗ
Ｅ
Ｚ
Ｏ
は
、
従
来
は
教
師
の
職

業
的
な
課
題
と
さ
れ
て
き
た
教
育
の
質

に
対
し
て
、
市
民
社
会
側
か
ら
声
を
上

げ
て
い
こ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
新
し
さ

が
あ
る
。
教
育
省
に
よ
る
学
力
調
査
が

教
育
政
策
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
目

的
と
し
、
就
学
児
童
を
対
象
と
し
て
い

る
の
に
対
し
、
Ｕ
Ｗ
Ｅ
Ｚ
Ｏ
に
よ
る
調

査
は
市
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
重
視
し
、
調
査
単
位
を
世
帯
に
す
る

こ
と
で
退
学
者
や
不
就
学
児
童
も
対
象

と
し
て
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
対
照

的
で
あ
る
。

み
ん
な
の
学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
Ｕ

Ｗ
Ｅ
Ｚ
Ｏ
の
取
り
組
み
も
、
前
述
し
た

初
等
教
育
無
償
化
政
策
に
よ
っ
て
低
下

し
た
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
と
教
育
の

質
の
課
題
に
対
応
し
て
い
る
。
両
者
と

も
に
、
住
民
が
学
校
に
対
し
て
抱
い
て

い
た
不
信
感
や
距
離
感
を
、
学
校
と
住

民
が
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

改
善
し
、
住
民
の
参
加
意
欲
を
高
め
、

学
校
教
育
の
質
の
改
善
に
と
も
に
取
り

組
も
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

教
育
の
質
を
測
る
全
国
統
一
試
験
や
国

際
学
力
調
査
の
結
果
が
、
学
校
現
場
に

お
い
て
必
ず
し
も
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ

れ
、
生
か
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
反

省
を
踏
ま
え
、
教
育
の
質
に
関
す
る
政

府
、学
校
関
係
者
、親
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、

生
徒
な
ど
関
係
者
間
の
情
報
共
有
、
意

識
の
醸
成
、
対
話
、
行
動
へ
と
つ
な
げ
、

ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
を
向
上
さ
せ
る

可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
教
育
機
会
の

拡
大
が
質
の
良
い
学
習
機
会
に
つ
な
が

る
よ
う
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
に
展
開
さ
れ

る
取
り
組
み
は
、
行
政
機
構
の
脆
弱
な

ア
フ
リ
カ
諸
国
に
お
い
て
は
重
要
な
鍵

に
な
る
だ
ろ
う
。

●
ア
ク
タ
ー
の
多
様
化
と
変
容
す

る
ガ
バ
ナ
ン
ス

こ
う
し
た
、
い
わ
ば
「
下
か
ら
の
動

き
」
は
、
ア
フ
リ
カ
域
内
の
地
域
的
な

組
織
と
の
連
携
を
呼
び
起
こ
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
東
ア
フ
リ
カ
共
同
体
（
Ｅ
Ａ

Ｃ
）
や
ア
フ
リ
カ
教
育
開
発
機
構
（
Ａ

Ｄ
Ｅ
Ａ
）
は
、
Ｕ
Ｗ
Ｅ
Ｚ
Ｏ
の
調
査
結

果
を
地
域
的
な
会
合
に
お
け
る
議
論
の

参
考
に
し
て
い
る
。
広
域
の
市
民
組
織

が
Ｅ
Ａ
Ｃ
や
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ａ
の
よ
う
な
ア
フ

リ
カ
域
内
の
地
域
統
合
組
織
や
地
域
的

な
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
情
報
を
発
信
・
共
有

す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
を
超
え
て
教
育

の
質
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
そ
の
結

果
と
し
て
国
に
教
育
の
質
改
善
を
求
め

る
動
き
を
作
り
出
す
可
能
性
が
出
て
き

た
。
こ
れ
か
ら
の
ア
フ
リ
カ
の
教
育
開

発
は
、
国
内
の
教
育
行
政
だ
け
に
留
ま

ら
ず
、
市
民
社
会
、
民
間
セ
ク
タ
ー
、

ア
フ
リ
カ
地
域
組
織
を
巻
き
込
み
つ
つ
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
展
開
を
み
せ
る
だ
ろ

う
。
国
際
教
育
協
力
に
も
、
急
速
に
変

化
す
る
教
育
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
柔
軟
に

対
応
で
き
る
姿
勢
が
求
め
ら
れ
る
。

（
に
し
む
ら　

み
き
こ
／
国
際
基
督
教
大

学
教
養
学
部
上
級
准
教
授
）
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